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輸入制約下の貿易モデル
小
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正 雄
1 序
ある国の輸出量が，外国の輸入割当や自国の輸出自主規制などのために，ある一定水準に
制限される場合，通常の貿易モデルはどのように修正されるであろうか。このような問題
は，需要が非弾力的な第1次産品を輸出する発展途上国を考える際にとりあげられたこと
があるが，しかしごく最近では，先進国間の貿易において，輸入割当や輸出自主規制とい
った保護貿易の動きがみられるようになり，輸出入量がある特定の水準に制約されている
場合の貿易モデルを検討することが必要とされるようになった。しかし，そのような側面
を一般的に扱った研究は， Hazari-Sgro-Suh(1981)を除けば，殆んど行われていない。
小論の課題は，輸入割当や輸出自主規制などの保護貿易の効果を一般均衡的に明らかに
するために，輸入（出）量がある一定の水準に制約されている場合の貿易モデルを定式化
し，その比較静学的な効果を明らかにすることである。
2 仮定とモデル
2国（自国と外国）， 2財（第1財と第2財）， 2要素（資本と労働）から成るモデルを
考え， Jones,R. (1965)タイプの定式化をすることにする。まず，自国の生産側のモデ
ルを考えることにする。
自国のj財 (j=l,2)の生産量をあとし，それは資本と労働を投入して，規模に関し
て収穫一定と限界生産力逓減の下で生産されるものとする。また，生産要素は完全に雇用
され，完全競争が成立するものとする。いま， ai;をj財1単位の生産に投入される i要
素 (i=L,K)量とすれば，完全雇用の仮定によって
aLIふ十a年 =L (1) 
aK1名+aK2ふ=K (2) 
が成立する。ただし， L,K は自国と存在する労働量と資本彙である。次に，完全競争の
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下では財の平均費用は財価格に等しいので
aL1W+aK1'T~ か=1 • (3) 
a碑 +aK2r=拓=P (4) 
が成立する。ただし， W とrは賃金率と資本のレンタルであり， P;lまj財の価格であ
る。そして簡単化のために， Pi=lとし， P2/P1=Pとする。また，ai;はWとrによって，
財のコストを最小にするように決まるものとすれば，
a;;=a;; (w,-r) 
となる。
以上(1)~(5)のモデルで，変数は X;,a;, w, rおよびPの9個あり，式は(ll-(5)の8個
ある。したがって， L,KおよびPが与えられれば，このモデルによってこれらの内生変
数の値が決まることになる。次に， Pの決定であるが，ここでは貿易収支が均衡するよう
(5) 
に，つまり
瓦＊一PE2=0 • (6) 
になるように， pが決まるものとする。ただし，比較優位の関係から，自国は第1財を輸
出して第2財を輸入するものとし，瓦＊はパラメーターとして与えられる外国の輸入量
（自国の輸出量）であり，品は自国の輸入量（外国の輸出量）を表わすものとする。こ
こで Ex*をパラメトリックに扱うことによって，外国が行う輸入割当の効果などを考慮
することにする。そして，
品=D2(P, Y)-X2(P) (7) 
D2=D2CP, Y) 
Y=X1+PX2 
?
?ーー?
(8) 
で与えられるものとする。 ただし， Yは第1財で表わした自国の実質所得である。以上，
(1)~(8)のモデルで12個の式があり，他方変数も， X;,a;, w, r, E2, D2, YおよびPの12
個ある。したがって， L,KおよびEやが与えられれば，これらの式によって，それと同
数の変数の値が決まることになる。なお，＊印は外国を表わす。
そこで，以上のモデルを変形することによって，パラメター L,Kおよび瓦＊の変化
が， X;,w, rおよび Yなどに与える効果を明らかにすることにしたい。それによって，
たとえば外国の輸入割当の変化が，自国の両財の生産量，要素報酬率，および実質所得な
どにどのような影響を与えるかを知ることができるであろう。
まず， (1)~(4)から次を得る。
＾＾ 如ふ+,luX2=L-OL1知＋伍如）
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＾＾  ＾AKIふ十AK2ふ=K-OK1知 +h2知）
8L1必+OKIた=O
釦必+OK2ク=p
181 
???
をうる。ただし，＾記号はたとえばj>=dp/pのように，変数の百分化変化を表し,hi= 
らIL,知 =Ki/K,知 =aLiw/Pi,知 =aKir/Piである。また， Ula2lについては財のコ
スト最小化のための一階の条件，つまり
釦知+8KJIZK;=O
を用いている。他方， j財部門における要素代替の弾力性を巧とすれば
a1=C危ーら）!Cwーク）＝（知ー 知）／（必ー か）>o 
となる。 U3lU4lから妬を求めれば
釦＝一肱；Oj (かー r)
な；=8研；Cwー r)
となる。したがって， USlUBiを(9)UOlに代入すれば
ぇ凶+h2ぷ=L+PLC必ー 令）
入Klふ十AK2ふ=K-肱（わー 令）
U3l 
閥
曲
U6l 
(17) 
U8l 
をうる。ただし， /JL=h18K1G1+h28K西 >o,
方,(l)U2lから
必＝ー゜ KtPl 101 
r =OL1PIIOI 
肱=.:lK18L西+.:!K28L西 >oである。他
??
をうる。ただし， 181=8叫知ー8K1知で(1l02)の左辺の係数の行列式である。 09){20)から
（必ーク）＝一pf181となるから，
＾＾ 如ふ十社必=L-/3LP /10 
なぶ+h2ふ＝衣珪KP/18 
したがって(21)(2)から
＾＾ ・＾X戸 AK2L -h2K A1P Il I入181
これをU龍8)に代入すれば
??
となる。
＾＾  ＾ X戸 h1K-AK1
L 
Il 
＋旱
I x101 
??
をうる。ただし， Ai=如肱＋な戌L>D,A戸如肱+h1h>Oである。また，
囚＝如知ーえKl伍で'(21)(2)の左辺の係数の行列式である。以上のように，さしあたり
L, K およびPをパラメーとする(1)~(5)のモデルから， 09)(20) (23) (24)のように，変数 w,r, 
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X1, ふ（の変化率）を，このようなパラメター（の変化率）によって表わすことができた
のである。
3 輸入制約の効果
次に， Pを内生化して外国の輸入量（自国の輸出量）の変化が， X;,w, rおよぴYに
与える効果を明らかにしたい。まず(6)から
釦=p+島 偽）
をうる。しかし品は(7)から
年噸＋長戸Y-sp (26) 
となる。ただし， e=
8D2 P 
ap D2 >oで， Y一定の下での第2財の需要の弾力性であ
る。 m=P
8D2 
aY >oで，第2財の限界消費性向， s=--
dふ P
dp X2 
給の弾力性である。
他方，自国の予算の制約式は
D汁PD戸ふ+PX2
であるから，これから
dY=dDサpdD2=-E2dP
>oで，第2財の供
切）
(28) 
をうる。ただし'(28)を導く場合，生産が効率的に行われているための条件， dふ+pdふ＝
0, および(7)を用いている。
(28)を(26)に代入すれば
＾ 品＝ー(e+m+s)炉＝一"/JP (29) 
となる。ただし， 7]=ー 島/p=(e+m+s)> 0で， 自国の輸入需要の弾力性である。 (29)を
(25)に代入してPを求めれば
p = E1*/(l -1J) (30) 
となる。したがって， (30)をU9)(20)(23)(24)(28lに代入すれば，外国の輸入量の外生的な変化（たと
えば，輸入割当量の変化）が，自国の生産要素の報酬率，両財の生産蓋，および実質所得
などに与える効果を知ることができる。
まず， (30)を(23)(24)に代入すれば
ぷ＝
知 i-AL2k A品＊
J.l Il IOICl-TJ) (3V 
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t,. 
＋ 
A必＊
は1181(1-71)
183 
悶
をうる。
さて， rao21はバラメターL,Kおよび瓦＊の変化が，自国の両財の生産量に与える効果
を示している。しかしその符号を確定するためには， I.:l, IOIおよび (1-'lj)の符号を決
めなければならない。この中，は1とIOIは両財の資本集約性 (k;=K;/L;)の大小関係
によって決まる。ここでは， kz>k1,つまり第2財が全ての要素価格比率 (w/r)の下で，
第1財よりも資本集約であるとする。そのような場合， l.tl>o,.lfJl>o, _l.:l. lfJl>oとなる。
他， TJ は自国の輸入需要の弾力性，つまり自国のオファー•カーブの弾力性であるが，
GU(3加の左辺第1項は，
ここでは 7}~1 とし， 1J>1とTJ<1の2つのケースについて考えることにする。なお，
リプチンスキー効果を示しており，また第2項は交易条件効果を表
わしている。
まず， 1J>lつまり自国のオファー・カーブが弾力的な場合を考えてみよう。この場合
Lと公＊の増加およびKの減少は，第1財の生産量を高め，第2財の生産量を低下させ
ることになる。たとえば，自国の人口成長，資本の外国への流出，および外国輸入量の増
加は，自国の第1財の生産量を引上げると共に，第2財の生産量を引下げることになる。
そして， K=L=oの場合，外国の輸入量の外生的な増加は，交易条件を自国に有利化し，
その結果，‘自国の第1財の生産量を引上げ，第2財の生産を引下げることになるのであ
る。この点は，のちほど図示する。
次に，自国の生産要素の報酬率は， 1J>lの場合， これらの外生変数の変化によってど
うなるであろうか。 (30) をU9l~Olに代入すれば，
~ 
,. fJK1Eゃw=-
181 (1-7}) 
~ 
fJL1E1* 
r = 181 (1-71) 
??
をうる。閲関から， 11>1の場合，外国の輸入量の外生的な増加は， W を引上げ， rを引
下げることが知られる。つまり，外国の輸入割当の増加は，自国の労働者に有利に，資本
の所有者に不利に作用するのである。なお，悶閲から明らかなように， W とrは生産要素
量の変化の影響を受けないのである。
また，自国の実質所得水準は，このような外国の輸入量の外生的な変化によってどうな
るであろうか0 (28)に団を代入し，初期にE代=P品であることを考慮すれば
dY = _L_幽＊
1Jー 1
(35) 
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をうる。仮定によって TJ>lであるから，外国の輸入量の増加は自国の実質所得を高め，
逆に外国の輸入量の減少は自国の実質所得を引下げることになる。
そこで， (35)および(30jの意味を図を用いて明らかにすることにしたいのであるが，その結
果，自国のオファー・カープの弾力性が重要な彼割を果すことが知られる。まず， ~9)か
ら， 7J= —広Ip=-dlog品/dlogpとなる。ただし，定義によって， P=拓／か＝瓦*!E2
である。したがって
1 
7J= -
dE2 I E2 
dE1*/E1*-dE2/E2 ＝ E2 d瓦* (36) 1--凪* dE2 
となる。いま図1において，横軸は自国の第1財の輸出蓋（外国の輸入量）を，また縦軸
は自国の第2財の輸入彙（外国の輸出量）を表わしている。また， ohは自国のオファー・
カー プである。
まず，外国のオファー・カープは，その輸入量が外生的にある大きさ，たとえば広＊で
与えられれば，それは図1では瓦＊における垂直線となる。周知のように，オファー・
カーブ ohの弾力性は，囲）からたとえばeo点においては， 0広*/OA>lとなる。そして
e1点で 7J=l,e1と命の間で 1J<l,そして約でゼロとなる。いま初期のオファー・カー
E2,-Et 
h 
el 
?
ti 
?
?
A Ef C -Ei,Er 
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プの交点が， 7J>lの約点であるとする。この場合，交易条件は t。線で与えられ，その
ときの自国の実質所得は， U。の貿易無差別曲線で示される。
いま外国の輸入（自国の輸出）が，初期の瓦＊から限界的に増加するものとする。仮
定によって， 7J>lであるから，瓦＊点から C点に向って外国の輸入が増加するにつれて
自国の実質所得は， Uoから約に向って上昇することになる。このことが困の意味であ
る。同時に，交易条件も自国に有利化することが，図1と(30)で知られる・。しかし， oh線上
の e1点をこえれば， 7J<lとなるから， e1点から es点の領城において自国の実質所得を
高めるためには， m5lから明らかなように，外国の輸入量E1*が減少しなければならないこ
とになる。またこの領域では,(30)から島＊の減少が交易条件を自国に有利化することが知
られる。
さて，• 以上の議論は， 1J>lを想定していた。しかし 7J<lの場合についても， L,Kぉ
よび E1*の外生的な変化が X1,w, -rおよびYに与える効果は，即閾閲競閲を用いれば
明らかである。ただこのケースで特徴的なことは，即閾から，外国の第1財の輸入量の増
加が，自国の第1財の生産量を引下げ，第2財の生産量を引上げるということ，また閲鴎
から，労働集約的な第1財の外国の輸入増加（自国の輸出増加）が，自国の賃金率を引下
げ，資本のレンタルを引上げるということである。このようないささか逆説的な結論は，
全て 1J<lという仮定によっている。しかし， 1J<lの場合，外国のオファー・カープの
弾力性はゼロであるから，両国のオファー・カープの弾力性の和は1より小さく，したが
って，均衡点は不安定である。したがって，このようなケースは実際は考えなくてもよい
のである。
4 結び
われわれは，外国の輸入量（自国の輸出量）を，自国の資本量や労働量と同じようにパ
ラメーターとして扱うモデルを用いて，それが自国の財の生産量，生産要素の報酬率，ぉ
よび実質所得水準に与える効果を明らかにした。その結果，自国のオファー・カーブの弾
力性が決定的な役割を果すことが知られた。
周知のように，最近の先進国間の貿易では，非経済的な目的を実現するために，貿易量
を政策的に規制するケースが多くなっているのであり，そのような効果を一般均衡的な形
で分析するためのモデルが必要とされている。小論はそのための1つのモデルを用意する
ことを目的としている。
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